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Yugoslavia means a South Slav state. The Yugoslav idea is a creation of the nineteenth 
century and the work of Croat thinkers. The most influential ideologist was Bishop 
Josip Strossmayer of Djakovo (1815-1905).His final goal was to unify all south Slav 
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national units emerged after the breakup of Austria-Hungary with other south Slav 
states on equal terms, that is to found a federal south Slav state. 
 In twentieth century, the Yugoslav idea was inherited to the Yugoslav 
Committee which represented the South Slavs within Habsburg Empire during the First 
World War and sought after a unified state with Serbia in postwar period. 
 However, for long tome, Serbian Government had not show eagerness for the 
Yugoslav idea. Because their national program was to establish the Great Serbia, 
unifying in one country the scattered Serb settlements of the Balkans, not to create a 
joint south Slav state, with the Slovenians and the Croats as their partner. 
 Nevertheless the south Slav unified state was realized in the long run. The 
continuing advance of Italian forces prompted a majority of the Zagreb National 
Council, the governing body of the ad hoc state of the former Austria-Hungarian south 
Slavs, to accept the Serbian regent’s invitation to meet with him in Belgrade. Their 
representatives asked the regent Aleksandar to the unification and he proclaimed the 
Kingdom of Serbs, Croats, and Slovenes on December 1 in 1918. 
 However, the representatives of National Council did not negotiate a 
unification treaty with Serbian government at all. They took for granted that the 
autonomy of the local government in the former Austria-Hungarian countries was 
guaranteed. But the Serbian leaders did not think that they made such a promise. 
 The former Austria-Hungarian south Slavs soon realized that they had an 
illusion about the state, for it was quickly administered by old Serbia’s army and 
bureaucracy according to old Serbia’s constitutional and political models. That 
exacerbated the tension and differences among ethnic and social constituencies, 
typically those among the Serbs and the Croats. 
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立した。それでも彼らは 1917年７月にコルフ島で協議を重ね、カラジョルジェ
ヴィッチ王朝の下で立憲君主制の政体をもつ「セルビア人、クロアチア人、ス



























 - 172 - 
発点を形成した。本稿ではユーゴスラヴィアとは何であったのかという問題を
念頭に置きつつ、南スラヴ人統一国家の発足直後の経過と問題を明らかにした





















































































































































































12 月 20 日、「セルビア人、クロアチア人、スロヴェニア人の王国」の最初の
































































































































































































































































ア政府は 12 月 23 日に総辞職を表明し、ザグレブのクロアチアおよびスラヴォ




































パレチェクの就任は 1919年 1月 20日に発令された。1月 23日、彼はベオグ
ラードに赴き、任命式に臨んだ。摂政アレクサンダルはパリ和平会議に出席の




























えようと考えていた。それゆえ、12 月 22 日の内務相通達も地方政府に対して、
すべての州（オープチナ）に選挙によって選出される議会を再建することを指
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ニャ 24、ボスニア・ヘルツェゴヴィナ 42）、合計 308 であった。旧セルビア王
国側と旧オーストリア＝ハンガリー領側の配分比率は 39 対 61 となっており、











ア人連合」30、スタルチェヴィッチ権利党 15、社会民主党 2、国民党 2、クロア
チア大衆農民党 2、セルビア急進党 2、その他 7となった。ただし、クロアチア
大衆農民党のラディッチは同党の配分数を不服とし、同党の代表は臨時国民議
会に参加しないことを表明した。スロヴェニアでは、32 議席がスロヴェニア人
民党 16、ユーゴスラヴィア民主党 11、社会党 5に配分された。ボスニア・ヘル
ツェゴヴィナでは、プリビーチェヴィッチが立ちあげた新党、国家創造民主党































































































































































国家統合の宣言から 3ヶ月後の 1919年 3月１日、臨時国民議会が初めて開か


























































































































































































































































































































































Neda Engelsfeld, Prvi Parlament Kraljevstva Srba, Hrvata i Slovenaca, Globus, Zagreb, 1989, pp. 
33-34、による。 
3 Ibid., p. 34. 
4 Ibid., p. 34. 
5 彼らがリスティッチを外相候補として推した理由は、外交官としての経歴に加え、彼が政
党に属さない中立の人物であることであった（ibid., p.34） 





7 Bogdan Krizman, Raspad Austro-Ugarske i stvaranje jugoslavenske države, Školska Knjiga, 
Zagreb, 1977, pp. 253-255. 
8 Engelsfeld, Prvi Parlament Kraljevstva Srba, Hrvata i Slovenaca, p. 35. 













フコヴィッチにあった。以上、Hrvoje Matković, Svetozar Pribičević; ideolog-stranački 

















12 Krizman, Raspad Austro-Ugarske i stvaranje jugoslavenske države, pp. 256-257. 
13 Ibid., p. 257. 















16 Ibid., p.40. 
17 「ナプタク」については、Josip Horvat, Politička Povijest Hrvatke 2, August Cesarec Zagreb, 
Zagreb, 1990, pp. 127-128; Krizman, Raspad Austro-Ugarske i stvaranje jugoslavenske države, pp. 
223-224; Ljubo Boban, Hrvatke Granice od 1918 do 1991 godine, Školska Knjiga, Zagreb, 1992, p. 
14、を参照。 
18 Engelsfeld, Prvi Parlament Kraljevstva Srba, Hrvata i Slovenaca, p. 41. 
19 Ibid., p. 30. 
20 Ibid., p. 41. 









きだと述べていたことである。以上、Engelsfeld, Prvi Parlament Kraljevstva Srba, Hrvata i 
Slovenaca, p. 51の注記による。 
23 Ibid., p. 53. 




臨時憲法が施行されるとこの点で問題が指摘される可能性があった（ibid., p. 53.） 
26 Ibid., pp. 60-61. 
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27 1919年 2月 15日、サラエヴォでおこなわれた「セルビア人・クロアチア人・スロヴェニ
ア人の民主国家創造党」の結成集会での冒頭演説の中での発言による。同党はプリビーチ
ェヴィッチが立ちあげた新党であった（Matković, Svetozar Pribičević; ideolog-stranački 
vođa-emigrant, p. 285.）。 
28 Engelsfeld, Prvi Parlament Kraljevstva Srba, Hrvata i Slovenaca., p. 61. 
29 Ibid., pp. 52-53. 
30 Ibid., p. 61. 





ることにつながったといわれる（Horvat, Politička Povijest Hrvatke 2, p. 155）。 

































Pribičević ; ideolog-stranački vođa-emigrant, p. 69、による。 
35 このあとスルシュキッチは、同年４月には民主党を去り急進党に復党した。 









37 Ibid., pp. 283-284. 





























以上、Engelsfeld, Prvi Parlament Kraljevstva Srba, Hrvata i Slovenaca, p. 82による。 
42 臨時国民議会の召集は当初の予定よりもかなり遅れた。臨時国民議会は、1918年 12月 3
日にベオグラード滞在中の国民評議会の代表団が出した決議によれば、新内閣の組閣後、
遅くとも１ヶ月以内に召集されることになっていた。それは 12 月 22 日の政府の初閣議で
も確認されている。この方針にしたがえば、臨時国民議会は、翌年の１月下旬には召集さ
れているはずだった。ところが、１月を過ぎても臨時国民議会は開かれなかった。実は、
臨時国民議会は、遅くとも 3 月 1 日に招集することで政府とセルビア議会は話し合いがつ
いていた。これは、1919年１月 3日の協議の結果であった。ところが、この事実はしばら
くの間伏せられていた。予定の期日を過ぎても臨時国民議会が召集されないことに、スロ
ヴェニア人やクロアチア人は苛立った。政府系通信社が確かな筋の情報として 3 月 1 日の
議会召集を伝えたのは 2月 13日であり、これを政府が正式に裏付ける発表をしたのは 2月















44 臨時国民議会の当初の定員は 296 であった。しかし、議会の欠席を表明した者や議員資
格を無効とされた者いたので、1919年 4月の時点では議員数は 290であった。さらにこの
あと死亡した者や議員を辞職した者が続出し、他方補充もおこなわれなかったため、議員
数は減少した。投票数でみると、議員数は 254 人から 287 人であった（Engelsfeld, Prvi 
Parlament Kraljevstva Srba, Hrvata i Slovenaca, p. 91）。政党別の構成も一定ではないが、1919
年８月の時点では、民主連合 113、急進党 69、国民クラブ 29、ユーゴスラヴィア・クラブ
20、社会民主党 13、モンテネグロの諸派 10、独立急進党 6、自由党 5、ヴォイヴォディナ







あとにこの法律が適用されることになったのである。以上、Engelsfeld, Prvi Parlament 
Kraljevstva Srba, Hrvata i Slovenaca, p. 125による。 




48 Horvat, Politička Povijest Hrvatke 2, p. 166. 
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52 内相に就任したプリビーチェヴィッチが最初に実行した仕事は、１万 2000人もの憲兵の
増員であった（Matković, Svetozar Pribičević; ideolog-stranački vođa-emigrant, p. 66）。 
53 Horvat, Politička Povijest Hrvatke 2, p. 174. 
54 この点詳しくは、拙稿「『スロヴェニア人、クロアチア人、セルビア人の国家』の成立と
崩壊」、『社会文化研究』（広島大学総合科学部紀要II）第 29巻、2003年、34-35頁を参照。 
55 Horvat, Politička Povijest Hrvatke 2, p. 142. 
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